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第 1 回    設備サポート センタ ー整備事業シンポジウ ム

開会の辞 13:30-13:35

川端 和重 北海道大学 理事・ 副学長

基調講演 13:35-14:05

「 学術研究を取り 巻く 動向と 設備サポート センタ ー整備事業」

岡本 和久 文部科学省 研究振興局 学術機関課 課長補佐

パネルディ ス カッ ショ ン１ 14:10-15:40

「 設備サポート センタ ー整備事業の現状と 課題」

千葉大学 /筑波大学 /鳥取大学 /高知大学

パネルディ ス カッ ショ ン２ 15:50-17:20

「 研究基盤整備における 大学の戦略・ 将来ビジョ ン」

大阪大学 /広島大学 /名古屋工業大学 /東京農工大学 /金沢大学 /北海道大学

パネルディ ス カッ ショ ン ファ シリ テータ ー

江端 新吾 北海道大学 URA ス テーショ ン 特任助教

閉会の辞 17:20-17:25

網塚 浩 北海道大学 研究戦略室 総長補佐

※シンポジウ ム終了後、 サッ ポロ ビール園にて懇親会を開催いたし ま す。

日時 平成 27 年 1 月 22 日（ 木） 13： 30 -17： 25

会場 北海道大学フ ロ ンティ ア応用科学研究棟

1 月 13 日（ 火） までに下記専用フォ ームよ り お申込みく ださ い。

URL： http ://w w w .cris.hokudai.ac.jp/cris/rso/open/form .htm l

会場までのアク セス

Ｊ Ｒ 地下鉄 徒歩
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約 40 分 約 5 分 約 10 分

主催： 北海道大学設備サポート 推進室／ TEL:011(706)9230 E-m ail:espo@cris.hokudai.ac.jp



■第１ 回設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業シ ン ポ ジ ウ ム を 終え て  ～課題と 提言～

第１ 回設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業シ ン ポ ジ ウ ム を 終え て  ～課題と 提言～ 

第１ 回設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業シ ン ポ ジ ウ ム は、 上田一郎北海道大学理事・ 副学長に

よ る 開会の 辞で 始ま り 、 基調講演と し て 文部科学省研究振興局学術機関課の 岡本和久課長補佐

に 「 学術研究を 取り 巻く 動向と 設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 と 題し て ご 講演頂い た 。 そ の 後、 各事

業採択校の 実施状況に 応じ て 前半後半 2 つ の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 行われ、 各大学の 現状

と 課題、 将来ビ ジ ョ ン が 共有さ れ、 そ れに 基づ き 様々なデ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 行われた 。  

基調講演、 ２ つ の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 通じ て 、 特に 、「 技術人材の 不足お よ び 育成プ ロ

グ ラ ム の 必要性」「 事業採択校間お よ び 地域に お け る 連携の 増進」「 共同利用料金の 設定お よ び

共同利用予約シ ス テ ム の 整備」 が 共通の 課題と し て 浮か び 上が っ て き た 。  

以下， 各課題に つ い て ま と め る 。  

【 技術人材の 不足お よ び 育成プ ロ グ ラ ム の 必要性】  

設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業予算に よ り 、 技術職員や RA（ リ サ ー チ ・ ア シ ス タ ン ト ） の 配

置を 実施し 、 各大学は拠点形成を 行っ て き た 。 し か し 、 多く の 装置を 抱え る 一方で 人手は十分

で なく 、 人材育成プ ロ グ ラ ム も 発展途上で あ る た め 、 効率的に 共用機器を 運用す る こ と が 困難

で あ る 。  

【 事業採択校間お よ び 地域に お け る 連携の 増進】  

事業採択校間連携お よ び 地域連携は広島大学- 鳥取大学の 好事例はあ る も の の 、以下に 挙げ る

共通の 料金シ ス テ ム ・ 予約シ ス テ ム が 浸透し て い ない こ と も あ り 、 なか なか 進ん で い ない 。 ま

た 、 各大学に お け る 設備サ ポ ー ト セ ン タ ー の 核と なる 分野が 偏っ て い る た め 、 連携の 糸口を 見

出せない 点も あ る 。  

【 共同利用料金の 設定お よ び 共同利用予約シ ス テ ム の 整備】  

現在、 自然科学研究機構分子科学研究所が 主管す る 「 大学連携研究設備ネ ッ ト ワ ー ク 」 に お

い て 、 機器を 相互利用す る た め の 予約・ 課金シ ス テ ム シ ス テ ム が 整備さ れて い る が 、 事業採択

校の 中で 利用し て い る の は、 千葉大学、 鳥取大学、 広島大学、 東京農工大学の ４ 校で あ り 、 大

阪大学、 金沢大学、 名古屋工業大学、 筑波大学、 高知大学、 北海道大学は独自の シ ス テ ム を 確

立し て い る 。 将来的な自走を 目指し 、 独立採算が 可能なシ ス テ ム と す る た め に 最適なシ ス テ ム

の 研究、 検討と 整備が 重要な課題と し て 浮か び 上が る 。  
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以上を 踏ま え 、 平成２ ８ 年度以降の 設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業継続に 向け 、 次の こ と を

提言する 。  

ll 設備共用の 維持お よ び 拡充の た め に は持続的な技術人材育成体制の 整備が 不可欠で あ る  

ll 事業採択校間で の 人材交流の 推進、 さ ら に は人事交流シ ス テ ム の 確立を 目指す  

ll 設備共用に 関する 大学間の 円滑な連携を 促進する た め に「 大学連携研究設備ネ ッ ト ワ ー ク 」

等の 既存の シ ス テ ム と 連携し た 、 共通の 料金体系、 予約シ ス テ ム 、 デ ー タ ベ ー ス の 確立に

向け た 検討が 必要で あ る  

ll 設備共用を よ り 有効に 活用し て い く た め に 、 共用設備の 修理やア ッ プ グ レ ー ド に 充当で き

る 安定し た 財源の 確保が 不可欠で あ る  

ll 科研費等の 研究費の 使用目的と し て 、 共用を 目的と し た 場合の 利用を 特例と し て 認め る  

ll 大学の 教職員に 対し て 、「 大型設備は大学、 ひ い て は国・ 国民の 所有物で あ る 」 と い う 認識

と 共に 、 設備共同利用の 利点と 重要性へ の 理解を 広め る こ と が 重要で あ る  

ll 事業の 成果を 評価する 基準（ 何を も っ て 有効活用と 見る か ） の 整理と 、 そ れに 基づ い て ア

ピ ー ル する ア ウ ト プ ッ ト が 重要で あ る  

ll ノ ウ ハウ の 共有の た め の 取組（ シ ン ポ ジ ウ ム 等） を 継続的に 行う  

ll 地域の 技術者等に 広く 技術を 伝え る こ と も 重要な地域貢献活動と し て 推進すべ き で あ る  

大阪大学 荒西 睦雄 

広島大学 坂口 浩司 

名古屋工業大学 種村 眞幸

東京農工大学 原島 朝雄

金沢大学 中西  孝

千葉大学 桝 飛雄真

筑波大学 大嶋 建一

鳥取大学 難波 栄二

高知大学 西郷 和彦

北海道大学 網塚  浩 

北海道大学 江端 新吾 
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設備サポート事業の

今とこれからが分かる

第 2 回設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業シ ン ポ ジ ウ ム

大学に お け る 新た な設備

共用体制を 目指し て
～地域連携に よ る 設備サ ポ ー ト の 新た な展開～

平成２ ８ 年１ 月２ １ 日（ 木） １ ３ ： ３ ０ ～

鳥取大学工学部大学院棟２ 階 大講義室

設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業の 発展と 採択校間の 連携を 目的と し て 、 平成２ 6 年度に 第１ 回シ ン ポ ジ ウ ム が 開催さ れた 。

第２ 回目と なる 本シ ン ポ ジ ウ ム で は、 地域連携と い う 視点を 通し て 意見交換し 、 事業の 発展を 考え る 。

1 3 ： 3 0 ～  開会挨拶         

鳥取大学長 豐島 良太

1 3 ： 3 5 ～  シ ン ポ ジ ウ ム の 趣旨説明  

鳥取大学生命機能研究支援セ ン タ ー 長    難波 栄二

1 3 ： 4 5 ～  基調講演        

『 こ れか ら の 設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業（ 仮題）』

文部科学省 学術機関課

1 4 ： 1 5 ～  ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン       

『 設備サ ポ ー ト セ ン タ ー 整備事業実施校の 特徴的な取組み』

1 6 ： 0 5 ～  パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン      

『 地域連携』 を キ ー ワ ー ド に 設備サ ポ ー ト の 新た な展開を 議論

事例紹介（ 北海道大学・ 東京農工大学・ 鳥取大学）

パ ネ リ ス ト お よ び 参加者と の 意見交換

1 7 ： 2 5 ～ 1 7 ： 3 0  閉会挨拶       

鳥取大学理事（ 研究担当）・ 副学長     田中 久隆

※シ ン ポ ジ ウ ム 終了後、 海陽亭（ 鳥取市賀露町西 3 丁目 2 7 -1 ） に て 情報交換会を 開催し ま す。

※翌日（ 1 /2 2 （ 金） 午前中） に 、 希望者に よ る 鳥取大学施設見学会（ 乾燥地研究セ ン タ ー 他） を 開催し ま す。

シ ン ポ ジ ウ ム 、 情報交換会お よ び 施設見学会へ の 参加は下記 U R L に て 1 /8 （ 金） ま で に 申し 込みく だ さ い 。

h t tp ://g r c 1 .m e d . t o t to r i - u .a c . j p /e q u i p m e n t - s u p p o r t/s y m p o s iu m s .h tm l

主催： 鳥取大学

共催： と っ と り イ ノ ベ ー シ ョ ン フ ァ シ リ テ ィ ネ ッ ト ワ ー ク

後援： 鳥取大学振興協力会、 公益財団法人 鳥取県産業振興機構

T E L（ 0 8 5 7 ） 3 1 - 5 4 6 4 e - m a i l： d e s p @ a d m . t o t t o r i - u .a c . j p



第２回設備サポートセンター整備事業シンポジウムを終えて～課題と提言～

第２回設備サポートセンター整備事業シンポジウムを終えて～課題と提言～ 

第２回設備サポートセンター整備事業シンポジウムは、豐島良太鳥取大学長による開会

の挨拶で始まり、難波栄二鳥取大学生命機能研究支援センター長によるシンポジウムの趣

旨説明、続いて文部科学省研究振興局学術機関課の岡本和久課長補佐より「共同利用・共

同研究体制の強化・充実と設備サポートセンター整備事業等について」と題して基調講演

を頂いた。その後、ポスターセッションにおいて各事業採択校の実施状況、課題・将来展

望などの説明と情報交換が行なわれた。引き続き、パネルディスカッションが行われ、第

一部では「地域連携」、第二部では「大学間連携」について活発なディスカッションが行

なわれた。 

基調講演と 2 つのパネルディスカッションを通じ、「地域連携におけるコミュニケーシ

ョンの重要性」、「大学間連携における情報共有の重要性」、「技術者人材の育成のあり

方」が課題として挙がった。 

【地域連携におけるコミュニケーションの重要性】 

各大学において地域連携に対する様々な試みがなされているが、必ずしも地域のニーズ

とマッチしているわけではない。単なる設備情報の公開だけでなく、地域課題を解決する

きめ細やかなサポートを行うための情報共有が重要である。一方で、大学における人的・

物的リソースは限られており、教育研究と地域サポートとのバランスが難しい場合もある。 

それらを円滑に行うためには、大学と地域それぞれの技術者・研究者間のコミュニケー

ションをより深化させ、人と人の繋がりを築き、顔が見えるネットワーク作りが必要であ

る。 

【大学間連携における情報共有の重要性】 

大学間連携は今後ますます重要となる。しかしながら、大学間での設備共有を広げるた

めには大学ごとのシステムの違いを克服する必要がある。そのためにも本シンポジウムの

ような場で情報を共有することは重要である。また、大学連携研究設備ネットワークでは、

分子科学研究所と各大学との役割分担を明確にし、それぞれの役割と目標を定めて設備共

用を進める必要がある。 

- 74 - 



第 2 回設備サポートセンター整備事業シンポジウム 

【技術者人材の育成と待遇のあり方】 

地域連携、大学間連携を行う上で実務を担う技術職員の役割は大きい。しかしながら、

技術職員の育成と処遇に対してまだまだ充分な措置がなされているわけではない。人材育

成に関しては、設備サポートセンター整備事業や大学連携研究設備ネットワークを活用し

つつ大学間で連携した技術者人材の育成を行っていくことも必要である。待遇に関しては

スキルの評価など将来に希望の持てるキャリアパス形成について技術職員と共に議論して

いく必要がある。 
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第２回設備サポートセンター整備事業シンポジウムを終えて～課題と提言～

以上を踏まえ、平成２８年度以降の設備サポートセンター整備事業継続に向け、以下の

提言をする。 

・ 地域創生に貢献するため設備サポートを介した地域連携を推進すべきである。 

・ 地域連携を推進するためには技術者・研究者間の人的ネットワークの構築が重要で

ある。そのための事業実施、コーディネーション人材配置のための安定的な財源の

確保が不可欠である。 

・ 設備共用の利点と重要性への理解を広め、学内のみならず大学間連携による設備共

用を一層推進すべきである。 

・ 各大学の事情を理解し、役割分担を明確にし、有効な設備共用体制を構築するため

にも事業採択校間での情報交換、情報共有が必要である。さらに、再利用や情報交

換のための共用システムの構築、設備の再利用に充当できる安定的な財源の確保が

不可欠である。 

・ 設備共用を維持、推進するためには技術職員の役割が大きく、技術職員の持続的な

人材育成体制の構築が必要である。 

・ 技術職員のモチベーションを高め、より高度な支援を行うためにもキャリアパス形

成が必要であり、そのための施策による支援が不可欠である。 

・ このシンポジウムを地域連携、大学間連携のみならず設備サポートに関係する課題

を解決するための情報交換、情報共有の場として継続するべきである。 

北海道大学  網塚 浩 

大阪大学  荒西睦雄 

広島大学  坂口浩司 

名古屋工業大学  種村眞幸 

東京農工大学  原島朝雄 

金沢大学  渡辺良成 

千葉大学  桝飛雄真 

筑波大学  青木克裕 

高知大学  西郷和彦 

九州大学 島ノ江憲剛 

神戸大学  朴 杓允 

東北大学  坂園聡美 

鳥取大学  難波栄二 

（第 2 回シンポジウム外部委員）北海道大学  江端新吾
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参加無
料

第3回
国立大学法人

名古屋工業大学

設備サポ ート センタ ー 整備事業シンポジウム

共共同利用に 向か うう

教教育研究設備のの

今今後の 展望を 探るる
～～求めら れる 設備マ ネジメ ン ト と は～～

日時／平成29年 1月26日木
12： 30 ～18： 0 0

場所／名古屋工業大学 4 号館1 階 ホ ー ル
【 ア ク セス 】名古屋駅→（ JR 約10分）→鶴舞駅→（ 徒歩 約10分）→名古屋工業大学

※シン ポジウ ム、情報交換会及び 施設見学会へ の 参加は、ＷＥＢま た はＦＡＸに て１ 月１０日（ 火）

ま で に 申し 込みく だ さ い 。 U RL： http ://irc.w eb .n itech .ac.j p /sym p o /ind ex.h tm l

文部科学省「 設備サ ポ ート セン タ ー 整備事業」の 採択を 受け 、教育研究設備の 共同利用体制構築に 積極的に

取り 組む 全国各地の 大学が 一同に 会し 、「 設備共用」に 関する 課題を 解決する た め の 情報交換・ 情報共有、

そし て 発展に 資する 提言を 行いま す。

プ ロ グ ラ ム

開会の 辞 12： 30～ 企業講演 15： 10～

名古屋工業大学 学長 鵜飼 裕之

ポ ス タ ー プ レ ビ ュ ー 12： 40～

平成2 8 年度採択校

北海道大学／群馬大学／岡山大学

基調講演 12： 50～

講演者 文部科学省研究振興局学術機関課

『 大学の 装置利用で 得ら れた 成果と こ れから の 期待』

講演者 東亞合成株式会社  執行役員  Ｒ＆Ｄ 総合セン タ ー 長 髙橋 伸様

パ ネ ル ディ ス カッ ショ ン 15： 40～

『 今後の 設備共用化戦略を 語る 』

a） 事例紹介 広島大学／高知大学／名古屋工業大学

b ） パ ネリ スト によ る 意見交換

パ ネリ スト

文部科学省研究振興局学術機関課／広島大学／高知大学／名古屋工業大学

フ ァ シリ テ ー タ ―

北海道大学 グ ロ ー バ ルフ ァ シリ ティ ー セン タ ー  副セン タ ー 長／

ポ ス タ ー セッ ショ ン 13： 20～ U RAス テ ー ショ ン  主任U RA 江端 新吾様

北海道大学／東北大学／千葉大学／筑波大学／群馬大学／

東京農工大学／大阪大学／金沢大学／神戸大学／鳥取大学／

岡山大学／広島大学／高知大学／九州大学／名古屋工業大学

閉会の 辞 17： 55～

名古屋工業大学 理事・ 副学長 木下 隆利

主催： 名古屋工業大学 TEL： 0 5 2 -7 3 5 -5 1 8 8 FA X ： 0 5 2 -7 3 5 -7 1 1 7
U RL： h ttp ://ir c .w eb .n ite ch .a c .jp / Em a il： o o g a ta -sym p o@ la b -m l.w eb .n ite ch .a c .jp

同利用に 向か

育研究設備

後の 展望を 探
求めら れる 設備マ ネジメ ン ト と は

※１月２６日（ 木）１０：００～情報交換会終了時迄 ポス タ ー 掲示

※１月２６日（ 木）１８：００～ 同会場に て 情報交換会

※１月２７日（ 金）１１：００～１２：００ 希望者によ る 名古屋工業大学施設見学会

『 共同利用・ 共同研究体制の 強化・ 充実と 設備サポ ート セン タ ー 整備事業等に つ い て 』



課題と提言

第三回設備サポートセンター整備事業シンポジウムを終えて

～課題と提言～

第三回設備サポートセンター整備事業シンポジウムは、鵜飼裕之名古屋工業大学長によ

る開会の挨拶で始まり、平成２８年度採択校によるポスタープレビュー、続いて文部科学

省研究振興局学術機関課の中島大輔研究設備係長により、「共同利用・共同研究体制の強

化・充実と設備サポートセンター整備事業について」と題して基調講演を頂いた。その

後、ポスターセッションにおいて各事業採択校の実施状況、課題・将来展望などの説明と

情報交換が行われた。引き続き、東亞合成株式会社執行役員 総合センター髙橋 伸

センター長より、「大学の装置利用で得られた成果とこれからの期待」と題して企業講演

を頂いたほか、パネルディスカッションでは「今後の設備共用化戦略を語る」をテーマと

して、活発なディスカッションが行われた。

基調講演・企業講演及びパネルディスカッションを通じ、「設備マネジメントの重要

性」「技術者人材の育成のあり方」などが議題として挙がった。

【設備マネジメントの重要性】

設備の共同利用を学内に浸透させ共同利用の推進を図るためには、学内で装置を個別に

管理している教員に、大学の方針と共用化のメリットを丁寧に説明し、共用化に対し理解

していただく必要がある。また、大学が保有する設備をデータベースとして学内に公開す

る等、設備利用のニーズとシーズをマッチングさせる機能を構築し、さらに共同利用に積

極的に取り組んでいる教員に対して、教員評価に反映する等、各大学において適切な設備

マネジメントを構築する事が重要ではないか。

【技術者人材の育成のあり方】

外部資金により雇用した技術人材は、当該事業が終了するとともにキャリアが断たれる

可能性がある。技術人材の人材育成のためには、各大学において技術者人材のキャリアパ

スを整備する必要があるのではないか。また、教員や事務職員に対しても同様の問題があ

るのではないか。

以上が、本シンポジウムで議論された主な課題のとりまとめである。
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第三回 設備サポートセンター整備事業シンポジウム

本シンポジウムは、全国の大学等に所属する設備関係の教員、技術者、 、事務職員

等にとって、情報交換並びに、情報共有の場として有効に機能しており、来年度も継続し

て開催されるよう提言するとともに、平成２９年度以降の設備サポートセンター整備事業

も継続していただけるよう要望します。

以上を踏まえ、平成２９年度以降の設備サポートセンター整備事業継続に向け、以下の

提言をする。

・大学における設備共用を推進するためには、トップダウンによる全学的な設備マネジメ

ントを構築する事が求められる。

・研究内容も十分に理解し、かつ、大学の研究戦略も意識できるマネジメント人材の配置

及び、そのスキルの伝承が必要とされる。

・現場に即していないエフォート管理方法や教育に対するエフォート充当不可などの問題

を解決するような制度設計が必要である。

・設備共用を維持・推進する為には技術職員の役割が大きく、技術職員の持続的な人材育

成体制の構築及びキャリアパス形成が必要であり、施策による支援が不可欠である。

・設備共用に携わる学内関係者に対し、適切に評価が為されるような人事評価制度の構築

が求められる。

・本シンポジウムを大学連携のみならず設備サポートに関する課題を解決する為の情報交

換・情報共有の場として、継続するべきである。
北海道大学 江端 新吾
大阪大学 荒西 睦雄
広島大学 坂口 浩司

名古屋工業大学 江龍 修
東京農工大学 飯島 善時

金沢大学 渡辺 良成
千葉大学 桝 飛雄真
筑波大学 青木 克裕
高知大学 西郷 和彦
九州大学 島ノ江憲剛
神戸大学 朴 杓允
東北大学 坂園 聡美
鳥取大学 森本 稔
群馬大学 林 史夫
岡山大学 多田 宏子
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シンポジウムを終えて 

3．第４回設備サポートセンター整備事業シンポジウムを終えて 

－課題と提言－ 

第 4 回設備サポートセンター整備事業シンポジウムは、大野弘幸東京農工大学学長による開 

会の挨拶で始まり、平成 29 年度採択校（東京医科歯科大学、鳥取大学、宮崎大学）によるポスタ 

ープレビュー、続いて文部科学省研究振興局学術機関課の中島大輔研究設備係長により、「共

同利用・共同研究体制の強化・充実～設備サポートセンター整備事業におけるこれまでの取組と

今後に向けて～」と題して、基調講演をいただいた。その後、ポスターセッションにおいて各事業

採択校（17 大学）の実施状況、人材育成への取組その課題、そして今後の展望などの説明と情

報交換が行われた。引き続き、日本電子株式会社代表取締役社長の栗原権右衛門氏より「分析

産業の新展開」と題して企業講演をいただき、パネルディスカッションでは「研究・教育の活性化と

学外連携に応える人材育成」をテーマとして、活発なディスカッションを会場と一体となり行われ

た。 

基調講演、パネルディスカッション及び企業講演を通じ、「大学の研究・教育力に繋がる設備共

用の取組の在り方」、「人材育成のための大学組織の在り方」などが議題として挙がった。 

【大学の研究・教育力に繋がる設備共用の取組の在り方】 

大学の研究・教育力に設備機器の共用の取組を繋げるために、各大学で特徴ある試みが進め 

られており、成果を上げつつある。そのようなプログラムの発展のために、設備サポート事業は、

学外ニーズや大学の情報を集約できる“場”を作る重要な役割を担っている。その“場”から教育・

研究のアウトプットの価値向上、それと関連した企業・大学・研究機関等々との学外連携を目指し

た、ヒト・モノ・情報の交流を阻害する壁を突き破ることを目指す必要があるのではないのか。 

【人材育成のための大学組織の在り方】 

技術職員等のサポート人材は大学の教育研究を支える上で大変重要であり、かつ彼らが出す 

アウトプットは凄く、決して技術的に劣っているとは思えないが、それら結果が彼らの評価・成果に

繋がっていない場合が多々ある。彼らがさらなる技術研鑽を行い、そして彼らの成果を見える化で

きる大学の組織構築はサポート人材のモチベーション向上の上で大変重要である。そのためにも

技術職員の方々が大学関係者と同じテーブルに着き、議論できる仕掛けを組織として作る必要が

あるのでないか。 

以上が、本シンポジウムで議論された主な課題のとりまとめである。 

114 第 4 回設備サポートセンター整備事業シンポジウム 



シンポジウムを終えて 

本シンポジウムは、全国の大学等に所属する設備機器の管理運営に関係した教員、技術職

員、URA、事務職員等にとって、情報収集並びに情報の共有の“場”として、増々役割が重要とな

ってきており、来年度以降も継続して開催すべく提言するとともに、今後の大学研究・教育力向上

を目指し、平成 30 年度以降においても文部科学省より新規支援事業を提案いただけるよう要望

いたします。 

本シンポジウムにおける議論を踏まえ、平成 30 年度以降の新たな共用設備支援事業の継続と

発展に向け、以下の提言をさせていただきます。 

l 大学の教育・研究力向上のためには共用設備機器の活用と、研究教育を連携する体制作り

が必要である。 

l 学外連携を行う“場”を設定する上で、設備サポートセンター整備事業はまさしく face to face

の“場”として意義がある。 

l 本事業は日本の産業力の国際的な競争力向上を支える独創的・先進的な研究を研究機器

の共用システム通しサポートするだけでなく、それら研究を支える高度な解析力を有する人

材育成の“場”としても大いに意義がある。 

l 真の意味で人を育てるには、学内外の情報交換と、そこに関わる技術者の交流が必要であ

り、そのためには間に存在する壁を打ち破る必要がある。 

l 設備共用に関わる技術職員や学生の実績を見える化することで、彼らの地位を積極的に高

めることが求められている。 

l 各大学それぞれに合った研究支援組織体制の構築と、それにかかわる技術職員制度の仕

組み作りが必要である。 

l 大学として技術職員等の積極的な参与のもとに、設備サポートセンター整備事業を議論し、

意見を出せる場が求められている。 

l 大学としての機能の活性化を目指し、今後も設備サポートセンター整備事業の継続あるいは

その趣旨を引き継ぐ共用設備支援事業の立ち上げを強く要望する。 

北海道大学（江端 新吾） 東北大学（坂園 聡美） 筑波大学（佐々木 絢子） 

群馬大学（若松 馨） 千葉大学（桝 飛雄真） 東京医科歯科大学（木村 彰方） 

東京農工大学（臼井 博明） 金沢大学（向 英則） 名古屋工業大学（江龍 修） 

大阪大学（古谷 浩志） 神戸大学（藤井 稔） 鳥取大学（森本 稔） 

岡山大学（田村 隆） 広島大学（野田 好人） 高知大学（津田 雅之） 

九州大学（稲田 幹） 宮崎大学（今井 正人）  
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成 1年1月 4 ） 0～ 10

主催：岡山大学

•岡山大学学長 槇野博史

•【

• 】

•

•【 】

•

•

：北海道大学／千葉大学／東京

医科歯科大学／名古屋工業大学／山口大学／筑波大学

高知大学／九州大学／宮崎大学

：富山大学／金沢大学／京都大学／神

戸大学／岡山大学

：東京農工大学／鳥取大学／群馬大学

広島大学／東北大学／大阪大学

•【 】

•

•

•パネリスト：文部科学省研究振興局学術機関課／岡山

県工業技術センター／宮崎大学／金沢大学／東北大学

•ファシリテーター：岡山大学

•岡山大学理事・副学長 竹内大二
•富山大学／京都大学／山口大学

第5回 設備サポートセンター整備事業シンポジウム

設備サポ－トセンター整備事業を
どう成長させるか

日時 平 3 2 日（木 13:3 18:
場所 岡山大学創立五十周年記念館
【シンポジウムHP】 http://fspp.kikibun.okayama-u.ac.jp/symposium

・1月24日（木）13：30～18：10 シンポジウム 
・1月24日（木）18：30～20：00 情報交換会
・1月25日（金）10：00～11：30 施設見学

参加は1月10日（木）までWEB申込で
http://fspp.kikibun.okayama-u.ac.jp/ 
registers/form

文部科学省「設備サポートセンター整備事業」の採択を受け、教育研究設備の共同利用体制構築
に積極的に取り組む全国各地の大学が一同に会し、「設備共同利用、研究体制強化」に関する課
題を解決するための情報交換・情報共有、そして整備事業の発展に資する提言を行います。

シンポジウムプログラム

開会の辞 13:30~

基調講演 13:40~

共同利用・共同研究体制の
強化・充実について（仮題）

講演者：文部科学省研究振興局学術機関課

依頼講演 14:10~

岡山県工業技術センター活動紹介

ポスターセッション 15:10~

•設備有効利用システム

•技術人材の育成

•学外・学内連携

パネルディスカッション 16:45~

設備サポートセンター整備事業をどう成長させるか
～設備サポート活動の先に見えてきたものと

立ちはだかるもの～
講演者：岡山県工業技術センター 応用技術部長

窪田真一郎 氏

ポスタープレビュー 14:40~
閉会の辞 18:05~

URL:http://www.okayama-u.ac.jp/
お問合せ: 自然生命科学研究支援センター 設備・技術サポート推進室

(TEL) 086-251-8745  (Email) SCO_Symp@okayama-u.ac.jp 
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